
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 R01 R02

基本方針 予算額
（千円）

13,601 58,696 50,096 57,119 44,155

施策名 決算額
（千円）

11,512 57,593 46,032 53,956 43,849

決算額の内
繰越明許分 - - - - 14,999

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

86.6% 87% 83% 81% 81%

順調 順調 遅れ 遅れ 未達成

消防団員の充足率
消防団員の定数に対する充
足率（消防団員実員/条例
定員491人）

85% 86% 87% 88% 85%

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30

（なし）

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち

２　安全な暮らしを確保するまちづくり

１１　消防・救急体制の強化<消防・救急>

R01 R02

所管する施策の
方向一覧

Ⅰ-２-１１-（１）消防団体制の強化
※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　 含まれておりません。

Ⅰ-２-１１-（３）消防・救急体制の強化
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

※繰越明許：年度内にその支出が終わらない見込みのあるものについて、
　 議会の議決を得て翌年度に繰越して使用するもの。
　 予算要求年度に予算額を、実執行年度に決算額及び繰越明許額を記載。

055-972-5820

令 和 ２ 年 度　　　　

所属部 企画戦略部 所属課 危機管理課 正職員数 11人
その他
職員数

1人



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

分団や業者と打合せを行う等、頻繁に連絡を取り合い、計画的に第１７分団の消防ポンプ車の更新事業を進めていきたい。

施策の方向 Ⅰ-２-１１-（１）消防団体制の強化

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

車両更新計画における消防ポンプ自動車の耐用年数等を考慮し、今年度は第１７分団の消防ポンプ自動車の更新を行い、消防団体制の強化を図
る。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

第１７分団消防ポンプ車の更新について、計画通り実施することができた。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

車両更新計画において、次年度は第５分団の消防ポンプ車の更新を予定しており、分団や業者と打合せを行う等、頻繁に連絡を取り合い、計画的
に事業を進めることにより、消防団体制の強化を図る。



5 業務計画

No.

目標 １件 - １件 - -

実績 １件 - １件 - -

達成状況 達成 未実施 達成 未実施 未実施

目標 0件 １件 0件 １件 0件

実績 0件 １件 0件 1件 0件

達成状況 未実施 達成 未実施 達成 未実施

目標 0台 １台 １台 １台 １台

実績 0台 １台 １台 １台 １台

達成状況 未実施 達成 達成 達成 達成

1消防施設整備事
業

2 消防団詰所建設 詰所建設数 維持

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29 H30 R01 R02
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

行政改革
大綱にお
ける取組

2消防ポンプ自動車
更新事業

1
消防ポンプ自動車更
新

更新台数 維持

1 消防団詰所用地取得 用地取得数 維持

事業名 手段・業務内容 活動指標



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

2,504 (2,504) 23,764 (2,564) 14,770 (2,570) 34,029 (4,329) 8,275 (975)

420 (420) 23,662 (2,462) 11,983 (3,156) 30,982 (3,982) 8,198 (938)

0 (0) 23,290 (1,657) 23,290 (1,657) 23,090 (1,624) 23,052 (1,586)

0 (0) 22,842 (1,518) 22,925 (1,575) 23,000 (1,674) 23,012 (1,656)

2　消防ポンプ自動車等更新事業
(01.09.01.03.010.02)

維持

1　消防施設整備事業(01.09.01.03.010.03) 維持

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅰ-２-１１-（１）消防団体制の強化

R02歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） R01歳出（千円）



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅰ-２-１１-（３）消防・救急体制の強化

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

消防水利地図メッシュを活用した耐震防火水槽の建設箇所についての検討結果を踏まえ、耐震性防火水槽を1基建設し、消防水利の充足率の向
上を図っていく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

設計及び施行管理を依頼する水道課と連絡を密にし、耐震性防火水槽を1基建設する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

消防水利メッシュ地図を活用して建設箇所を選定し、耐震性防火水槽を1基建設することにより消防水利の充足率向上を図ることができた。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

これまで市が所有する土地へ耐震性防火水槽を建設してきたが､消防水利が手薄な地域に建設可能な市所有地がなく、市が管理する学校や都市
公園の空き地にも建設候補地がないため、令和2年度事業をもって一時休止する｡

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 １基 １基 1基 ０基 1基

実績 1基 １基 1基 ０基 1基

達成状況 達成 達成 達成 未実施 達成

目標

実績

達成状況

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 R01 R02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

耐震性防火水槽を建設する
ための候補地がないため、当
分の間、事業を休止する。

1 耐震性防火水槽
建設事業

１ 耐震防火水槽の建設 建設箇所数（年間） 休止



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

11,097 (1,402) 11,642 (47) 12,036 (41) 0 (0) 12,828 (0)

11,092 (930) 11,089 (93) 11,124 (93) 0 (0) 12,639 (100)

Ⅰ-２-１１-（３）消防・救急体制の強化

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） R01歳出（千円） R02歳出（千円）

1　耐震性貯水槽建設事業
(01.09.01.03.010.04)

削減

行政改革
大綱にお
ける取組



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

耐震性貯水槽
建設事業

設計
入札
契約

部品製造 工事 187ｈ

消防施設整備
事業

建設用地選
定

見積 予算要求 187ｈ

消防ポンプ自動
車更新事業

第１７分団と
の打ち合わ
せ

入札 契約 艤装開始 中間検査 納車 187ｈ

3月
従事見込時間数

令和２年度　スケジュール表 所属部 企画戦略部 所属課 危機管理課 正職員数 11人

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 8月

055-972-5820

総合計画の
位置付け

Ⅰ　安全・安心に暮らせるまち １１　消防・救急体制の強化<消防・救急>

２　安全な暮らしを確保するまちづくり

その他職員数 1人
（なし）


